
平成 24年 5月 14日 

理学部物理系研究室 各位 

 

光科学特別セミナー 

「重力波検出器とその量子限界」 

のお知らせ 

 

 応用物理学科宮島研究室では、下記の要項で東京工業大学の宗宮先生に講演をして頂き

ます。他研究室の学生や先生方、学部学生も参加可能ですので、是非お誘い合わせの上お

越しください。 

 

：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：： 

 

日時  平成２４年５月２２日（火）１５：００－１７：００ 

場所  １号館１１１号室 

題目  「重力波検出器とその量子限界」 

講演者  東京工業大学大学院理工学研究科 

  宗宮 健太郎 准教授 

概要 

重力波は、1916年にアインシュタインがその存在を予言した、時空のさざ波で

す。遥か彼方のブラックホール合体などがもたらす、重力場の変動が波として

我々のもとに伝わってくるのです。その影響は非常に小さく、いまだに直接観

測されたことはないが、現在建設中の大型光干渉計重力波検出器 KAGRAや、欧

米の検出器により、5～6年以内には歴史的初観測が実現されるだろうと考えら

れています。本講演では、重力波検出器に用いられる最先端の技術、特に量子

雑音を減少させて標準量子限界を超える感度を実現する技術について説明しま

す。20世紀から現代に残されたアインシュタインの宿題を解くというロマンを

共有できたらと思います。 

 

 

 

世話人：応用物理学科 宮島顕祐 


